






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Op，2の1 1795 M1 53／152 36
Op．2の2 1795 M1 102／336 30
Op．2の3 1795 M1 48／257 19
OP．7 1796／97 M1 52／362 14
Op．49の1 1795／98 M1 30／110 27
Op．49の2 1795／96 M1 14／122 11
Op．10の1 1796／98 M1 62／284 22
M3 12／122 10
Op．10の2 1796／98 M1 51／202 25
M3 55／150 37
Op．10の3 1796／98 M1 59／344 17
M2 14／87 16
OP．13 1798／99 M1 62／309 20
Op．14の1 1798／99 M1 30／162 19
Op．14の2 1798／99 M1 61／200 31





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































K．309 M1 22 63
K．311 M1 8 21




K．332 M1 29 74
M3 21 37 17 30
K．333 M1 8 27 13 43






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Op．101 M1 49 48 18 18
M3 228 63 20 6
Op．106 M1 152 38 24 6
M3 91 49 42 22
Op．109 M2 78 44 22 12
Op．110 M1 28 24 21 18
OP，111 M1 76 48 20 13
46
品
七
八
、
作
品
七
九
、
作
品
八
一
a
、
作
品
九
〇
の
グ
ル
ー
プ
と
作
品
一
〇
一
、
作
品
一
〇
六
、
作
品
一
〇
九
、
作
品
二
〇
、
作
品
一
一
一
の
グ
ル
ー
プ
に
分
　
　
（
3
1
）
け
ら
れ
る
。
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
全
部
の
作
品
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
、
初
期
、
中
期
に
至
る
経
過
期
と
中
期
、
後
期
に
至
る
経
過
期
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
後
期
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
1
か
ら
表
W
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
の
み
を
対
象
と
し
て
数
値
を
算
出
し
て
い
る
。
　
第
一
に
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
中
の
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
中
の
展
開
部
と
そ
の
他
呈
示
部
と
再
現
部
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
展
開
部
は
主
題
の
展
開
の
場
で
あ
っ
て
、
古
典
主
義
の
音
楽
に
於
い
て
は
、
そ
の
平
衡
感
覚
か
ら
呈
示
部
、
再
現
部
と
展
開
部
と
の
量
的
均
衡
を
保
っ
て
い
る
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
、
ま
た
ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
に
於
い
て
は
、
量
的
に
展
開
部
が
他
の
二
部
に
比
べ
て
肥
大
化
す
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
表
1
と
表
∬
を
比
べ
る
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
方
が
量
的
に
増
加
の
数
値
を
示
し
て
は
い
る
が
、
ご
く
微
少
の
割
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
五
七
の
第
一
楽
章
の
場
合
、
そ
の
構
成
は
呈
示
部
、
展
開
部
、
再
現
部
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
部
分
と
終
結
部
で
あ
り
、
し
か
も
終
結
部
は
展
開
部
的
性
格
を
有
し
て
い
て
、
こ
の
割
合
も
加
え
る
と
展
開
部
的
な
部
分
の
割
合
は
四
八
％
と
な
る
。
つ
ま
り
展
開
部
的
性
格
を
有
し
て
い
る
部
分
が
全
楽
章
中
で
半
分
弱
の
割
合
を
示
め
す
こ
と
と
な
る
。
展
開
部
が
拡
大
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
題
の
展
開
部
分
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
中
で
古
典
主
義
の
音
楽
に
示
さ
れ
て
い
る
平
衡
感
覚
の
減
退
と
、
楽
曲
中
の
個
人
の
存
在
と
し
て
の
主
題
の
展
開
の
場
が
増
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
の
「
無
限
界
」
的
自
己
実
現
、
つ
ま
り
「
完
性
」
的
個
人
の
追
求
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
主
題
の
展
開
は
、
作
曲
家
の
そ
の
楽
曲
内
で
の
主
題
の
「
完
性
」
を
追
求
す
る
心
的
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
第
二
に
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
中
の
展
開
部
に
於
け
る
第
一
主
題
と
第
二
主
題
の
要
素
の
各
割
合
の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
主
題
の
重
要
性
と
分
量
の
対
比
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
表
皿
、
表
W
か
ら
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
於
い
て
、
第
一
主
題
と
第
二
主
題
が
、
両
立
し
て
い
た
も
の
が
、
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
第
一
主
題
の
割
合
が
増
え
て
い
る
か
、
も
し
く
は
第
一
主
題
の
み
に
な
っ
て
い
て
、
第
一
主
題
重
視
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
於
い
て
は
、
K
一
一
二
一
の
第
一
楽
章
の
例
の
よ
う
に
、
第
一
主
題
と
第
二
主
題
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
た
ん
に
呈
示
部
の
終
結
句
を
変
奏
し
た
形
で
展
開
部
を
構
成
し
て
い
る
も
の
も
（
3
4
）
あ
り
、
主
題
の
重
要
性
そ
の
も
の
が
希
薄
な
楽
曲
も
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
於
い
て
は
、
作
品
一
〇
六
の
第
一
楽
章
の
例
の
よ
う
に
第
二
主
題
が
全
く
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
一
主
題
の
動
機
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
中
期
・
後
期
に
至
る
経
過
期
・
後
期
で
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
に
第
一
主
題
の
要
素
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
楽
曲
内
に
於
け
る
一
元
性
を
示
し
て
い
て
、
個
人
の
存
在
が
ど
こ
ま
で
も
「
無
限
界
」
に
進
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
で
い
る
様
子
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
形
式
的
に
は
「
自
由
性
」
を
そ
な
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
お
り
、
「
構
築
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
逸
脱
し
た
形
式
感
覚
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
も
の
が
古
典
主
義
の
音
楽
に
比
べ
る
と
ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
の
方
で
よ
り
自
由
に
拡
大
解
釈
し
て
い
て
、
形
式
観
の
変
遷
が
こ
こ
で
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
　
第
三
は
、
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
中
の
全
体
の
第
一
主
題
と
第
二
主
題
の
割
合
の
芸術音楽に於ける古典主義とロマン主義47
比
較
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
古
典
主
義
の
時
代
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
な
る
に
従
っ
て
、
展
開
部
と
展
開
部
的
終
結
部
が
量
的
に
増
加
す
る
一
方
で
、
第
一
主
題
と
第
二
主
題
に
於
い
て
も
第
一
主
題
の
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
当
然
表
V
、
表
W
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
第
一
主
題
の
割
合
が
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
中
で
増
加
し
、
そ
れ
に
相
反
す
る
形
で
第
二
主
題
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
や
は
り
第
一
主
題
中
心
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
古
典
主
義
の
音
楽
の
両
主
題
の
両
立
関
係
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
の
第
一
主
題
中
心
の
統
一
性
を
と
る
形
で
「
完
性
」
的
個
人
の
追
求
と
い
う
心
的
態
度
の
表
現
の
形
式
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
展
開
技
法
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
主
題
の
フ
レ
ー
ズ
と
動
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
中
心
の
展
開
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
場
合
中
期
ま
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
で
は
、
リ
ズ
ム
型
中
心
の
「
有
機
体
的
結
合
」
を
示
し
て
お
り
、
後
期
に
は
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ー
ガ
技
法
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
プ
レ
！
ズ
と
動
機
中
心
の
展
開
で
は
、
同
時
に
は
ほ
と
ん
ど
一
重
の
主
題
を
奏
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
リ
ズ
ム
型
中
心
の
展
開
で
は
、
主
題
の
リ
ズ
ム
型
を
駆
使
し
て
幾
重
に
も
同
時
に
主
題
の
要
素
を
奏
す
る
こ
と
が
で
き
、
数
値
に
示
さ
れ
て
い
る
以
上
に
主
題
の
展
開
が
濃
密
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ガ
技
法
を
と
り
入
れ
た
展
開
で
は
、
リ
ズ
ム
型
中
心
の
展
開
よ
り
は
量
的
に
減
少
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
主
題
そ
の
も
の
が
完
全
な
形
で
奏
さ
れ
る
の
で
、
リ
ズ
ム
型
中
心
の
展
開
の
場
合
の
よ
う
な
主
題
の
分
割
、
つ
ま
り
個
人
の
分
断
が
な
く
、
「
完
性
」
的
個
人
の
追
求
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
な
一
つ
の
極
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
お
わ
り
に
　
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
精
神
が
、
そ
の
時
代
の
芸
術
作
品
の
中
に
意
識
的
に
ま
た
は
無
意
識
的
に
結
晶
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
芸
術
音
楽
作
品
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
音
楽
芸
術
の
内
に
時
代
の
精
神
を
聞
き
と
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
は
、
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
に
共
通
の
ソ
ナ
タ
形
式
を
通
じ
て
明
確
に
時
代
の
精
神
を
聞
き
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
つ
ま
り
社
会
と
個
人
と
い
う
関
係
を
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
す
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
し
て
芸
術
音
楽
作
品
つ
ま
り
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
と
主
題
の
関
係
を
認
識
し
、
社
会
と
個
人
の
関
係
が
ソ
ナ
タ
形
式
楽
章
と
主
題
の
関
係
に
投
影
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
を
中
心
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
界
を
考
察
の
場
と
し
て
、
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
音
楽
芸
術
の
長
い
歴
史
に
あ
っ
て
は
ご
く
短
期
間
の
特
殊
な
作
曲
形
式
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
本
論
に
は
三
つ
の
重
要
な
点
が
あ
る
。
一
つ
は
ソ
ナ
タ
形
式
を
通
じ
て
時
代
の
精
神
を
聞
き
と
る
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
を
音
楽
芸
術
の
分
野
で
「
完
性
」
的
個
人
主
義
と
「
完
性
」
的
個
人
の
追
求
と
し
て
認
識
で
き
る
逃
避
の
精
神
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
っ
は
、
楽
譜
資
料
が
歴
史
学
の
分
野
で
一
般
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
為
に
は
西
洋
近
代
に
於
い
て
は
、
調
性
に
つ
い
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
を
中
心
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
界
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
進
む
べ
き
研
究
方
向
と
考
え
て
い
る
。
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一
鱒
く
一
Φ
門
ω
O
口
四
け
①
5
　
（
⊂
舞
o
蓉
）
》
∩
Ψ
゜
　
】
山
O
ロ
一
〇
　
＜
O
門
一
国
ケ
q
噸
　
～
日
9
昌
O
ゴ
①
コ
讐
　
一
㊤
『
刈
゜
　
を
使
用
し
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
つ
い
て
は
、
壽
＝
昌
o
さ
し
σ
゜
〉
°
　
（
7
房
ぴ
q
°
）
－
一
W
O
O
P
げ
O
＜
①
口
　
困
一
臼
く
一
①
「
ω
O
口
騨
片
①
コ
　
（
¢
「
け
O
×
一
）
讐
切
自
　
一
i
一
一
鴫
∩
甲
゜
＝
①
コ
一
〇
　
＜
①
「
一
⇔
α
q
い
ζ
蜜
筈
①
ρ
一
〇
。
。
P
を
使
用
し
て
い
る
。
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
国
①
葺
H
8
貫
壽
＝
ロ
臼
と
略
　
記
）
（
3
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
壽
げ
0
5
≦
°
”
ζ
霧
8
9
巳
島
o
日
置
傷
一
〇
。
冨
ω
ω
1
↓
『
o
ω
0
9
巴
　
u
o
［
「
二
〇
酔
二
「
Φ
O
剛
O
O
ロ
O
O
「
け
一
一
h
O
剛
目
　
［
O
昌
匹
O
自
゜
℃
陣
「
剛
し
1
讐
臼
目
ユ
＜
［
O
ロ
ロ
9
げ
①
一
≦
O
O
5
一
Q
◎
ω
O
脚
口
α
　
冨
島
G
。
℃
［
o
註
o
P
H
㊤
謡
゜
に
詳
し
い
。
古
典
主
義
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
署
゜
〒
一
ρ
に
あ
　
る
。
（
4
）
田
三
メ
即
○
二
ζ
邑
。
団
ロ
臣
①
島
霧
ω
8
眉
巴
o
斜
・
。
乱
①
隅
剛
計
Z
睾
』
臼
ω
①
さ
　
H
O
刈
ω
り
U
°
卜
∂
°
　
論
ぐ
季
①
昌
≦
①
陣
⇔
一
犀
9
｝
げ
O
蔭
【
　
費
O
一
国
ロ
o
自
o
［
O
国
一
熔
B
口
ω
【
〇
一
口
　
P
『
q
①
口
①
『
笛
一
　
≦
即
鴇
鴫
≦
①
3
亀
昌
。
；
碧
・
驕
。
ξ
．
震
a
°
・
。
匹
凶
診
三
8
ぎ
巨
コ
匹
ぴ
g
藷
ヨ
p
コ
三
爵
。
｛
ヨ
鼠
。
　
け
ゴ
ロ
け
　
ゴ
9
－
o
　
l
o
一
〇
〇
匹
　
け
『
O
　
↓
①
ω
一
　
〇
｛
　
一
一
5
P
①
゜
旨
（
5
）
＝
・
具
ζ
こ
〉
コ
。
三
ぎ
。
7
剛
゜
・
§
団
。
｛
2
『
8
。
雪
3
琶
。
”
切
。
昌
⊆
σ
q
7
Ω
『
。
①
ロ
　
】
〈
①
ロ
片
讐
一
〇
c
島
g
o
℃
噂
噸
㎝
O
°
騎
〉
コ
畠
一
『
F
3
ロ
ω
一
P
け
7
①
ヨ
O
匹
O
「
9
二
〇
ロ
リ
『
助
一
卯
口
O
①
》
　
国
ロ
匹
唱
目
O
で
O
『
・
　
萬
O
コ
　
O
哨
Ω
剛
口
O
貯
讐
甲
一
餌
罵
ユ
ロ
リ
9
口
匹
　
7
日
O
N
碑
「
け
≦
”
o
I
o
励
≦
凶
＝
O
≦
①
畠
口
唱
一
コ
　
け
『
①
　
一
口
「
げ
ロ
一
①
口
一
》
　
門
O
＜
O
一
〇
二
〇
ロ
帥
「
《
O
ロ
ω
ω
剛
O
ロ
ー
o
O
h
一
W
O
O
叶
『
O
〈
Φ
ロ
゜
］
り
『
①
匹
①
1
－
O
ユ
層
焦
O
口
騎
O
一
的
／
ー
ω
即
O
ロ
一
遣
　
♂
「
　
P
7
Φ
　
角
「
侍
　
9
コ
匹
　
O
信
二
〇
〇
匠
　
O
h
　
齢
7
①
　
O
①
ユ
O
隅
　
一
ρ
　
侍
7
①
「
O
｛
O
「
ρ
　
紳
「
ロ
①
　
0
5
一
楓
　
5
唱
　
俘
O
　
帥
　
層
O
一
冨
一
゜
　
国
ヨ
O
畝
O
口
⇔
一
「
0
0
0
片
『
騨
断
ロ
F
O
一
傍
ユ
陣
鴫
O
h
h
O
＝
昌
り
簿
口
国
σ
Q
「
O
O
ユ
　
ω
冤
鴇
①
5
P
　
O
剛
　
≦
O
「
犀
一
コ
σ
q
l
O
O
口
・
　
〈
①
口
二
〇
口
ω
讐
節
「
①
⇔
一
一
一
〇
『
①
｛
O
口
昌
畠
゜
弓
（
6
＞
蜀
辞
唱
゜
↓
刈
゜
（
7
）
　
［
鉢
ロ
σ
q
》
て
゜
＝
こ
ζ
ロ
ω
一
〇
一
コ
≦
O
し
o
丹
O
「
富
O
幽
〈
鵠
【
N
暫
ユ
O
コ
噂
ツ
判
O
ミ
　
＜
O
「
犀
り
　
㊤
幽
一
－
　
℃
．
①
一
〇
°
（
8
）
　
水
田
洋
・
水
田
珠
枝
「
ウ
ィ
ー
ン
体
制
期
の
思
想
」
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
』
1
8
、
　
近
代
5
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
四
一
八
頁
。
ま
た
は
、
壽
『
①
び
≦
u
。
り
簿
゜
も
戸
　
醐
I
Q
。
°
ま
た
は
、
じ
d
雷
ヨ
舛
①
F
図
訳
二
〉
翫
゜
。
ε
o
雷
畠
帥
ロ
ユ
チ
o
日
凱
匹
『
ゐ
置
゜
・
ω
言
。
。
ぢ
Ω
0
7
　
昌
日
9
口
罵
噂
一
U
O
口
匹
O
昌
り
一
〇
ω
刈
噛
娼
喝
゜
海
O
l
ら
一
．
（
9
）
9
。
9
U
°
㌍
〉
謬
8
「
団
。
｛
蓄
゜
。
停
①
3
ヨ
鼠
P
「
。
≦
・
巴
巴
三
8
騎
2
①
≦
嘱
o
牙
　
H
O
諺
”
唱
゜
器
P
こ
れ
は
、
一
般
的
概
念
の
上
の
と
ら
え
方
を
指
摘
し
て
い
て
、
十
九
世
紀
　
の
ロ
マ
ン
主
義
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
は
、
国
ぎ
－
・
樽
9
P
＞
二
ζ
ロ
゜
－
ざ
一
ロ
チ
Φ
　
「
o
ヨ
9
諺
ざ
臼
P
2
0
≦
く
o
円
ぎ
一
漣
3
署
．
ω
～
心
゜
が
あ
る
。
（
1
0
）
O
『
。
9
b
℃
°
臼
二
署
し
ω
O
－
蟄
O
°
（
1
1
）
　
壽
げ
⑦
」
≦
”
o
P
鼻
゜
に
詳
し
い
。
（
1
2
）
　
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
と
古
典
主
義
の
精
神
は
、
ソ
ナ
タ
形
式
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
　
式
観
で
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
二
つ
の
精
神
の
表
現
の
心
的
態
度
と
し
て
こ
れ
も
ま
た
異
　
な
る
表
現
の
形
式
に
結
晶
さ
せ
て
い
る
。
音
楽
芸
術
の
分
野
に
於
け
る
ロ
マ
ン
主
義
と
古
典
主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
異
な
る
形
式
観
と
異
な
る
表
現
の
形
式
は
ソ
ナ
タ
形
式
で
作
曲
さ
れ
た
音
楽
作
品
の
中
に
最
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
（
寓
母
F
ζ
二
〇
℃
．
o
団
8
唱
や
　
q
O
I
ゆ
ρ
　
顎
↓
『
凶
o
o
ロ
「
一
昌
〇
一
U
一
〇
》
O
口
口
戸
〇
一
7
0
匹
O
剛
6
0
目
り
℃
O
巴
ユ
O
昌
”
o
o
O
二
α
Q
7
け
櫛
O
α
q
一
く
①
ヨ
ロ
ー
o
凶
0
　
9
0
口
四
一
日
O
ω
け
P
p
自
ロ
σ
Q
一
げ
一
〇
9
「
O
『
智
0
6
一
口
『
角
一
ω
げ
9
0
0
，
：
：
：
層
≦
、
『
諾
ゆ
唱
口
「
ω
ロ
一
ロ
碗
拶
侍
け
げ
①
o
o
帥
ヨ
㊦
　
二
「
口
O
P
♂
「
≦
9
0
「
匹
　
ユ
ユ
＜
①
　
酔
7
「
O
ロ
σ
q
『
　
9
◎
　
O
ゲ
餌
博
口
　
O
｛
　
一
〇
臓
一
〇
四
一
一
罵
　
O
O
5
ロ
①
O
酔
O
匹
　
パ
①
罵
の
゜
H
ρ
　
州
O
口
5
匹
一
房
ヨ
四
一
”
O
口
二
㊦
け
一
”
ρ
ゲ
①
O
「
①
鋤
島
O
ロ
O
h
ω
○
ツ
『
》
一
門
〉
蜀
∩
》
勾
ζ
゜
り
》
）
（
1
3
）
　
器
楽
曲
の
ソ
ナ
タ
は
、
一
般
に
、
H
原
則
と
し
て
純
粋
に
器
楽
曲
で
あ
る
が
、
ご
く
少
数
の
例
外
と
し
て
声
楽
パ
ー
ト
を
伴
う
も
の
も
あ
る
。
口
独
奏
曲
ま
た
は
四
人
ま
で
の
　
室
内
楽
曲
で
あ
る
。
国
原
則
的
に
対
照
的
な
複
数
楽
章
か
ら
な
る
。
例
外
と
し
て
単
一
楽
　
章
も
存
在
し
て
い
る
。
四
絶
対
音
楽
を
原
則
と
し
て
い
る
。
国
絶
対
音
楽
の
中
で
多
様
な
　
構
成
原
理
よ
り
な
り
、
大
規
模
な
諸
形
式
を
用
い
て
あ
る
。
因
演
奏
は
芸
術
的
鑑
賞
、
言
　
わ
ゆ
る
純
娯
楽
を
目
的
と
し
て
い
て
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
さ
え
社
会
的
実
用
性
を
目
指
す
　
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
Z
o
≦
ヨ
゜
。
P
≦
一
q
D
こ
弓
ゲ
o
ω
o
コ
帥
挿
9
ぎ
チ
o
σ
鷺
o
ρ
ロ
o
①
冨
”
ω
「
島
　
①
岳
ユ
o
P
Z
①
≦
K
o
「
ぎ
ち
鳶
℃
噂
渇
゜
）
こ
の
六
項
目
を
ふ
ま
え
た
上
で
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
次
　
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
裂
↓
7
①
ω
o
ロ
馨
塑
冒
口
。
ω
o
同
o
o
『
島
舘
。
3
げ
①
『
ぎ
。
・
耳
⊆
ヨ
0
2
巴
。
冤
ユ
o
　
O
｛
　
国
Φ
鴇
7
①
ユ
O
　
O
【
　
匹
一
く
O
「
ω
剛
0
5
固
一
　
噴
¢
「
唱
O
ω
ρ
　
O
O
コ
ω
団
ω
凱
5
σ
q
　
O
h
　
ω
①
＜
O
門
四
一
　
〇
〇
冨
一
「
帥
o
謄
諏
口
σ
q
　
目
り
O
く
①
ヨ
O
ロ
一
1
ー
酔
7
国
酔
国
H
O
げ
角
o
ー
Φ
匹
O
昌
「
①
一
9
ー
ユ
〈
O
一
矯
　
①
×
一
①
昌
亀
①
匹
　
傷
①
口
〇
一
σ
q
昌
〇
一
昌
へ
．
9
ぴ
o
o
O
一
己
丹
①
己
　
ヨ
島
一
ρ
弓
（
Z
。
≦
ヨ
”
P
o
唱
゜
。
凶
P
O
°
↓
°
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
ソ
ナ
タ
が
ソ
ナ
タ
形
式
と
は
異
芸術音楽に於ける古典主義とロマン主義49
　
な
る
概
念
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
他
に
も
疑
問
の
点
が
い
く
つ
か
あ
　
る
。
そ
の
一
つ
は
、
絶
対
音
楽
（
9
げ
゜
。
o
ξ
8
旨
拐
凶
o
）
で
あ
る
。
（
U
聾
子
帥
話
”
○
、
∪
一
①
置
⑦
①
　
匹
o
「
暫
げ
8
ぎ
【
8
ζ
島
一
貫
区
p
°
・
°
・
〇
一
F
ζ
口
目
冨
ロ
ー
ち
刈
゜
。
．
）
（
1
4
）
　
主
調
が
長
調
の
場
合
は
属
調
に
、
短
調
の
場
合
は
平
行
調
に
な
る
。
（
1
5
）
　
○
吋
8
計
o
喝
゜
鼻
二
弓
娼
』
宅
－
a
°
。
陰
（
1
6
）
　
＝
ロ
「
拝
乙
‘
8
°
o
凶
f
℃
℃
』
O
－
⑦
ド
こ
れ
に
反
す
る
も
の
と
し
て
「
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
音
楽
の
ソ
ナ
タ
形
式
は
、
も
は
や
二
つ
の
対
照
的
な
主
題
の
葛
藤
対
立
と
そ
の
解
消
と
　
い
う
心
理
的
統
一
原
理
に
よ
る
二
元
論
的
枠
形
式
で
は
な
く
、
問
題
の
提
起
と
そ
の
解
決
　
と
い
う
一
元
論
的
形
成
の
原
理
と
考
え
ら
れ
る
。
」
（
谷
村
晃
『
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
音
楽
の
精
神
構
造
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
七
一
年
、
二
六
一
頁
）
が
あ
る
。
（
1
7
）
　
切
ご
ヨ
ρ
喝
o
活
ω
嘗
弓
舅
σ
Q
ロ
p
匹
国
ロ
宕
一
〇
匡
ロ
ロ
σ
q
”
o
戸
9
こ
冒
噂
．
㎝
一
゜
。
ー
ヨ
ρ
（
1
8
）
　
ζ
o
o
「
ρ
O
こ
〉
α
q
三
ユ
①
ε
ヨ
＝
。
．
一
。
巴
ω
け
覧
0
9
器
く
貯
巴
。
集
酔
δ
P
2
①
≦
鴫
o
「
ぎ
　
一
〇
①
悼
暫
娼
」
8
°
（
1
9
）
　
ロ
ー
ゼ
ン
は
、
よ
り
厳
密
に
主
題
展
開
の
技
法
に
つ
い
て
四
つ
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。
　
H
分
断
、
ロ
デ
フ
ォ
ル
メ
イ
シ
ョ
ン
、
国
模
倣
的
対
位
手
法
に
よ
る
主
題
も
し
く
は
断
片
　
の
使
用
、
四
急
速
な
展
開
部
で
の
転
調
域
に
於
る
移
調
及
び
編
曲
で
あ
る
。
（
勾
o
器
P
O
”
　
ω
o
昆
5
｛
9
β
Z
①
≦
く
o
『
ぎ
一
㊤
゜
。
P
戸
謡
P
）
実
際
に
は
こ
れ
ら
が
幾
つ
か
組
み
合
わ
さ
　
れ
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
い
o
コ
σ
q
冨
9
び
即
ζ
二
Z
ぎ
Φ
8
Φ
三
T
O
魯
ε
曙
お
ヨ
⇔
三
【
。
一
ω
＝
ヨ
一
ロ
∋
窃
貫
軍
⑦
三
四
。
叩
　
＝
帥
一
一
＝
一
ω
8
q
o
｛
ζ
8
8
ω
①
「
8
P
2
0
毛
｝
臼
ω
①
ざ
一
㊤
⑦
O
り
O
°
悼
ρ
（
2
1
）
　
一
げ
己
”
P
8
°
（
2
2
）
　
幻
o
ω
o
P
o
P
。
団
件
こ
O
°
卜
。
8
°
（
2
3
）
　
展
開
部
に
於
る
主
題
は
、
現
実
社
会
に
於
る
個
人
を
意
味
し
て
い
る
。
古
典
主
義
の
　
音
楽
の
場
合
そ
の
展
開
部
に
は
、
二
主
題
を
中
心
に
平
衡
感
覚
が
認
め
ら
れ
、
『
完
性
』
の
　
実
存
を
確
信
し
て
い
る
個
人
の
心
的
状
態
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
　
の
場
合
、
展
開
部
に
は
第
一
主
題
を
中
心
に
ど
こ
ま
で
も
伸
張
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
　
『
完
性
』
的
個
人
の
「
無
限
界
」
的
な
追
求
が
認
め
ら
れ
る
。
（
2
4
）
　
ズ
O
島
①
r
い
゜
幻
こ
O
げ
8
0
ご
α
q
房
島
よ
冨
∋
9
◎
陣
尻
o
『
窃
く
臼
器
言
『
巳
ω
ω
皿
ヨ
岳
魯
巽
↓
8
≦
①
蒔
o
≦
9
侭
雪
α
q
＞
ヨ
ロ
。
臣
ζ
o
N
国
二
ρ
コ
o
＞
島
品
。
（
『
塁
「
げ
窪
。
コ
Ω
濃
一
ぎ
σ
q
男
魍
≦
冨
ロ
日
9
。
コ
p
》
4
ω
【
Φ
〈
o
「
の
堕
ρ
）
り
≦
δ
゜
。
ぴ
巴
o
p
一
㊤
8
°
（
2
5
）
　
海
老
沢
敏
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
一
年
、
一
八
九
頁
。
（
2
6
）
　
些
⊆
旨
＝
‘
≦
包
賞
雪
α
q
＞
ヨ
巴
8
ω
竃
o
鑓
ユ
Ω
肖
o
＜
節
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断
器
゜
・
［
。
げ
窪
゜
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”
ス
β
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ω
ω
o
r
　
一
〇
①
9
器
゜
呂
よ
メ
（
2
7
）
　
切
き
臼
噛
〉
．
毒
匹
∪
2
房
。
貫
ρ
゜
戸
（
7
「
茜
）
”
ζ
o
N
胃
3
b
d
「
…
ゆ
「
o
＝
己
〉
亀
N
①
7
0
罫
雪
α
q
o
p
囚
霧
ω
①
】
“
切
餓
一
゜
一
一
゜
一
㊤
露
”
切
匹
昌
一
」
＜
．
一
㊤
①
゜
。
．
切
α
一
一
．
ω
ω
」
°
。
〒
一
゜
。
卜
。
．
2
「
ω
。
。
ρ
に
あ
る
よ
う
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
自
身
マ
ン
ハ
イ
ム
楽
派
の
詩
情
豊
か
な
趣
味
を
認
　
め
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
（
2
8
）
　
円
α
。
冨
r
o
P
9
．
（
2
9
）
　
海
老
沢
敏
、
前
掲
書
、
一
八
九
頁
。
（
3
0
）
　
閑
α
島
①
㌍
ε
゜
o
団
酔
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（
3
1
）
　
諸
井
三
郎
『
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
五
年
、
七
　
～
一
一
頁
、
一
五
一
～
一
五
四
頁
、
二
三
五
～
二
三
六
頁
、
二
七
三
～
二
七
六
頁
、
ゴ
＝
　
五
～
三
一
八
頁
。
（
3
2
）
　
同
上
書
で
は
経
過
期
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
の
時
期
に
入
れ
て
考
察
し
て
い
る
。
（
3
3
）
　
第
一
楽
章
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
呈
示
部
　
　
○
・
一
〇
～
六
五
・
九
　
　
　
第
一
主
題
　
　
○
・
一
〇
～
一
六
・
九
　
（
へ
短
調
）
　
　
　
経
　
　
句
　
　
一
六
・
一
〇
～
二
四
・
三
　
（
第
一
主
題
の
確
保
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
・
二
～
五
〇
　
（
変
イ
長
調
）
　
　
　
第
二
主
題
　
　
五
一
～
五
四
　
（
変
イ
短
調
）
　
経
句
五
五
～
六
〇
（
第
二
主
題
の
確
保
）
　
コ
ー
ダ
　
六
一
～
六
五
・
九
展
開
部
　
　
六
五
・
九
～
一
三
五
・
九
　
第
一
群
　
　
六
五
・
九
～
七
九
・
八
　
（
ホ
長
調
）
　
第
二
群
　
　
七
九
・
一
〇
～
九
三
・
二
　
（
ホ
長
調
、
ハ
短
調
、
　
第
三
群
　
　
九
三
・
二
～
一
〇
九
・
九
　
（
変
二
長
調
）
変
イ
長
調
）
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第
五
群
再
現
部
　
第
一
主
題
　
経
　
　
句
第
四
群
　
　
　
一
　
一
〇
九
・
一
〇
～
一
二
二
　
　
　
　
　
　
　
（
変
二
長
調
、
変
ロ
短
調
、
　
一
二
三
～
一
三
五
・
九
三
五
・
一
〇
～
二
〇
四
・
九
　
第
二
主
題
　
経
　
　
句
　
コ
ー
ダ
終
結
部
　
　
二
〇
四
・
　
第
一
群
　
第
二
群
　
第
三
群
　
第
四
群
　
第
五
群
　
第
六
群
ロ
短
調
、
へ
短
調
）
一
三
五
・
一
〇
～
一
五
一
・
九
（
へ
短
調
）
一
五
一
・
一
〇
～
一
六
三
・
三
　
（
へ
長
調
、
第
一
主
題
の
確
保
）
一
六
三
・
二
～
一
八
九
一
九
〇
～
一
九
三
　
（
へ
長
調
）
一
九
四
～
一
九
九
　
（
第
二
主
題
の
確
保
）
二
〇
〇
～
二
〇
四
・
九
　
　
一
〇
～
一
＝
ハ
ニ
ニ
〇
四
・
一
〇
～
二
一
〇
・
九
（
第
一
主
題
か
ら
）
一
二
〇
・
一
〇
～
一
＝
七
　
（
第
二
主
題
か
ら
）
二
一
八
～
二
三
八
二
三
九
～
二
四
八
　
（
第
二
主
題
か
ら
）
二
四
九
～
二
五
七
・
二
二
五
七
・
四
～
二
六
二
　
（
第
一
主
題
か
ら
）
　
（
数
値
は
小
節
数
と
拍
数
を
示
し
て
い
る
）
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”
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①
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島
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o
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＝
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①
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㊤
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°
例
え
ば
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
K
三
〇
九
の
第
一
楽
章
。
（
出
窪
・
9
6
貫
o
唱
゜
身
こ
ω
ω
゜
8
1
¢
O
°
）
（
3
9
）
　
例
え
ば
、
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
作
品
五
七
の
第
一
楽
章
。
（
壽
亭
昌
o
び
8
°
o
戸
8
し
u
匹
旨
゜
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°
。
°
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鍵
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）
（
4
0
）
　
函
鐵
器
び
』
二
切
①
①
子
o
＜
①
田
ω
卜
。
匿
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9
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ω
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O
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（
4
1
）
　
例
え
ぱ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ビ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
作
品
一
〇
六
の
第
一
楽
章
。
　
（
壽
＝
g
さ
8
°
o
団
丹
二
切
匹
嵩
．
ω
゜
・
b
b
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〔
付
記
〕
　
本
論
は
、
一
九
八
七
年
五
月
、
学
習
院
大
学
史
学
会
第
三
回
大
会
に
於
て
、
『
芸
術
音
楽
に
於
る
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
』
と
し
て
研
究
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
